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大
規
模
災
害
時
の
関
係
機
関
や

市
民
と
の
情
報
共
有
の
方
法
は

　

公
明
党　

天
笠　

哲
史

●
防
災
・
防
犯
に
つ
い
て

　

Q　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
、
的
確
な
救
援
と
迅
速
な

復
旧
を
進
め
る
た
め
の
関
係
機
関

と
の
情
報
共
有
の
方
法
は
。ま
た
、

市
民
へ
の
情
報
発
信
の
手
段
は
。

　

A　

県
と
は
、
衛
星
通
信
を
用

い
た
県
防
災
行
政
通
信
網
、
厚
木

基
地
や
大
和
警
察
署
と
は
、
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
を
用
い
て
通
信
を
行
う
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
等
を
活
用

し
、市
民
へ
の
情
報
発
信
を
図
る
。

　

Q　

近
年
、
市
内
の
自
転
車
盗

難
件
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
の

●
離
婚
・
別
居
後
の
子
ど
も
の
支

援
に
つ
い
て

　

Q　

令
和
４
年
度
か
ら
公
正
証

書
作
成
に
係
る
相
談
や
作
成
支
援

な
ど
を
行
う
養
育
費
確
保
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、状
況
は
。

　

A　

相
談
者
は
25
名
、
延
べ
相

談
件
数
は
５
４
６
件
で
あ
り
、
継

続
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

Q　

面
会
交
流
が
子
ど
も
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
離
婚
す
る
親
に
対

し
て
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　

A　

窓
口
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

チ
ラ
シ
を
配
架
す
る
と
と
も
に
、

周
知
を
行
う
際
に
は
、
盗
難
注
意

の
呼
び
か
け
を
行
わ
な
い
か
。

　

A　

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際

に
、
市
内
の
高
校
と
商
業
施
設
で

ワ
イ
ヤ
ー
鍵
の
配
布
を
予
定
し
て

お
り
、
併
せ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
啓
発
や
助
成
の
周
知
を
図
る
。

●
支
え
助
け
合
う
地
域
社
会
の
構

築
に
つ
い
て

　

Q　

食
品
な
ど
を
自
宅
に
届
け

る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
を
巡
回

す
る
移
動
販
売
カ
ー
の
運
行
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

A　

既
存
の
移
動
支
援
に
加

え
、
社
会
情
勢
を
捉
え
な
が
ら
、

面
会
交
流
を
書
面
で
取
り
決
め
る

こ
と
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
く
。

●
外
国
籍
の
未
就
学
児
支
援
に
つ

い
て

　

Q　
「
外
国
人
住
民
の
未
就
学

児
が
保
育
園
・
幼
稚
園
に
入
る
仕

組
み
づ
く
り
」
調
査
に
お
け
る
、

未
就
園
児
数
の
把
握
と
評
価
は
。

　

A　

３
歳
か
ら
６
歳
の
外
国
籍

の
子
ど
も
の
41
％
が
未
就
園
児
と

分
か
り
、
公
的
な
支
援
の
仕
組
み

を
整
え
る
必
要
性
を
認
識
し
た
。

　

Q　

外
国
籍
保
護
者
へ
の
聞
き

取
り
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
。

　

A　

多
言
語
情
報
が
少
な
い
こ

る
よ
に
法
挙
選
職
公

為
行
止
禁

止
禁
付
寄
の
員
議
◇◇ 

・
誘
勧
付
寄
の
へ
員
議

止
禁
の
求
要

状
つ
さ
い
あ
の
候
時
◇　

止
禁
の
ど
な

お
、
し
対
に
民
市
が
員
議

公
、
は
と
こ
る
贈
を
物
や
金

い
て
れ
さ
止
禁
で
法
挙
選
職

。
す
ま

対
に
員
議
が
民
市
、
た
ま

禁
も
と
こ
る
め
求
を
付
寄
し

。
す
ま
い
て
れ
さ
止

答
、
し
対
に
民
市
は
員
議

も
る
よ
に
筆
自
の
め
た
の
礼

、
状
舞
見
中
暑
、
き
除
を
の

い
あ
の
候
時
の
ど
な
状
賀
年

ま
含
も
ど
な
報
電
（
状
つ
さ

禁
は
と
こ
す
出
を
）
す
ま
れ

。
す
ま
い
て
れ
さ
止

罰
と
る
す
反
違
に
ら
れ
こ

。
す
ま
れ
ら
せ

解
理
ご
の
ん
さ
皆
の
民
市

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
と
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市
の
状
況
に
応
じ
た
利
用
者
目
線

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

Q　

日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を

支
援
す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

需
要
が
高
ま
る
中
、
運
営
の
負
担

に
対
し
、
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　

A　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
総

合
事
業
に
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

が
あ
り
、
活
動
を
希
望
す
る
団
体

が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
く
。

と
や
入
園
手
続
き
で
の
書
類
の
作

成
、
用
意
す
る
も
の
が
分
か
ら
な

い
な
ど
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

　

Q　

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た

上
で
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
今

後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

A　

保
育
園
の
入
園
申
込
書
類

一
式
を
多
言
語
化
に
す
る
と
と
も

に
、
受
け
入
れ
側
の
保
育
士
に
向

け
た
研
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

養
育
費
確
保
支
援
事
業
の
状
況

と
面
会
交
流
の
周
知
方
法
は

　

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
に

市
が
農
業
に
で
き
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　

越
川　

好
昭

認
知
症
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が

る
加
齢
性
難
聴
へ
の
対
応
は

　

日
本
共
産
党
あ
や
せ　

福
田
久
美
子

●
農
業
の
現
状
と
振
興
に
つ
い
て

　

Q　

日
本
の
食
料
自
給
率
は

38
％
と
い
う
が
、
実
質
は
も
っ
と

低
い
と
思
わ
れ
る
。
原
因
は
米
国

の
食
料
輸
出
政
策
に
従
い
、
自
給

率
を
下
げ
て
き
た
政
府
の
政
策
に

あ
る
が
、
今
後
、
世
界
的
な
食
料

危
機
に
よ
り
食
料
輸
入
が
困
難
に

な
る
。
自
給
率
の
上
昇
が
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
農
業
を
守
り
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
は
ど
の
よ

う
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

A　

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
の
目
標
実
現
に
向
け
、
市

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
促
進
に
関

す
る
基
本
的
構
想
を
改
定
し
、
市

の
方
向
性
と
し
て
い
る
。
今
後
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
確
保
の

た
め
に
支
援
を
進
め
、
利
用
集
積

制
度
を
活
用
し
た
農
地
集
約
化
に

●
認
知
症
へ
の
リ
ス
ク
と
加
齢
性

難
聴
に
つ
い
て

　

Q　

聞
こ
え
に
対
す
る
不
安
が

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
阻
害
す
る

要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、対
応
は
。

　

A　

聴
覚
相
談
の
ほ
か
、
市
役

所
窓
口
で
の
手
続
き
の
際
は
、
卓

上
型
音
響
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
配
備

し
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

Q　

高
齢
者
の
生
活
を
守
り
、

介
護
予
防
と
認
知
症
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
、
加
齢
性
難
聴
の
補

聴
器
購
入
助
成
を
考
え
な
い
か
。

　

A　

市
が
単
独
で
行
う
の
で
は

な
く
、
全
国
一
律
の
基
準
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

●
保
育
環
境
の
充
実
を
目
指
す
取

組
に
つ
い
て

　

Q　

働
く
環
境
の
改
善
を
図
る

よ
る
遊
休
農
地
の
増
加
防
止
な
ど

に
努
め
、
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

●
介
護
需
要
の
見
通
し
と
対
応
に

つ
い
て

　

Q　

今
後
、
超
高
齢
化
社
会
へ

の
突
入
に
よ
り
、
介
護
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
介
護
施
設
が
必
要
と
な

る
。
本
市
は
近
隣
市
と
比
べ
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
少
な
く
感

じ
る
が
、
増
設
し
な
い
の
か
。

　

A　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
過
剰
を
防
ぐ
た

め
、
県
央
区
域
内
で
必
要
な
定
員

数
の
調
整
が
あ
り
、
現
在
、
策
定

し
て
い
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
必
要
な
施
設
数
を
位
置
付

け
、
県
に
承
認
さ
れ
れ
ば
、
増
設

の
見
込
み
で
あ
る
。

に
は
、
保
育
士
が
自
分
の
意
見
を

言
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　

A　

園
全
体
で
意
見
交
換
す
る

こ
と
は
、
保
育
の
質
の
向
上
や
人

間
関
係
を
良
好
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
重
要
と
考
え
る
。
雇
用

促
進
と
離
職
防
止
に
つ
な
が
る
事

業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

Q　

保
育
士
へ
の
支
援
と
し

て
、
現
場
で
子
ど
も
へ
の
安
全
対

策
を
維
持
し
つ
つ
、
安
心
し
て
保

育
に
向
き
合
え
る
ツ
ー
ル
な
ど
の

活
用
が
あ
る
が
、
市
の
支
援
は
。

　

A　

市
の
助
成
を
利
用
し
、
市

内
ほ
と
ん
ど
の
保
育
所
で
保
育
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
。
要
望
に
よ
り
、
そ
の
他
ツ
ー

ル
の
助
成
を
検
討
す
る
な
ど
、
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
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